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相談方法の割合 
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平成 28 年度 糸島市消費生活センター事業概要報告 

》》》１相談件数                                                                

当センターに寄せられた相談件数 平成 28 年度 804 件 

（統計対象期間 平成 28 年 4 月 1 日～平成 29 年 3 月 31 日）   

   相談者は１０代～８０代以上の方々まで幅広く、電話や来訪にて相談されています。 

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

》》》１－① 相談方法                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年度 平成 28 年度 平成27年度 平成26年度 平成25年度 平成24年度 平成23年度 

件数 804 891 901 871 598 
 

575 
 

相談方法 来訪相談 電話相談 合計 

件数 196 608 804 
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男性、女性、どちらも 60 代からの相談
が一番多く、続いて 70 代の男性、女性
となっています。 

男性の方がやや多くなっています。
す。 
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》》》１－② 性別・年齢別                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
合計件数 男性 女性 団体 

１０代 19 12 7  

２０代 66 37 29  

３０代 104 47 57  

４０代 107 60 47  

５０代 81 38 43  

６０代 169 88 81  

７０代 149 78 71  

８０代以上 64 28 36  

年代不明 37 22 15  

 8   8 

合計 804 410 386 ８ 

６０歳以上の 
相談が、全体
の約半分を占
めています。 

男性

47%
女性

53%

相談者男女割合
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店舗購入 

36.6% 

通信販売 

26.1% 

訪問販売 

9.6% 

電話勧誘 

8.1% 
訪問購入 

1.3% 

マルチ商法 

1.3% 

その他無店舗 

2.7% 不明・無関係 

14.3% 

販売購入形態の割合 

》》》１－③ 販売購入形態                       

販売購入形態 件数 
10

代 

20

代 

30

代 

40

代 

50

代 

60

代 

70

代 

80

以上 

不

明 

店舗購入 294 3 31 45 37 30 65 46 17 20 

通信販売 210 15 17 30 35 22 49 32 4 6 

訪問販売 77  4 6 7 7 14 18 14 7 

電話勧誘 65  1 4 11 9 10 19 10 1 

訪問購入 10     2 2 2 4  

マルチ商法 11 1 5 3 1     1 

計 667 19 58 88 91 70 140 117 49 35 

その他無店舗 22  1 5  2 5 6 2 1 

不明・無関係 115  7 11 16 9 24 26 12 10 

合計 804 19 66 104 107 81 169 149 63 46 

 

店舗購入の相談は、各年齢層に広がっています。 

通信販売の相談は、各年齢層に広がっています。 

   訪問販売の相談は、高齢者が多くなっています。 

電話勧誘の相談は、40 代以降が多くなっています。 

   訪問購入の相談は、件数は少ないが、高齢者がトラブルに巻き込まれる割合が高いです。 

マルチ商法の相談は、20 代が多くなっています。 

＊マルチ商法とは、商品・サービスを契約して、次は自分が買い手を探し、買い手が増えるごと

にマージンが入るネズミ講式の商法です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

店舗購入（店舗での契約も含む）のトラブルが 36.6％、通信販売が 2６.1％を占めています。

通信販売では、インターネット利用によるアダルトサイトのワンクリック請求に関する相談が

最も多く、そのほかネットショッピングに関する相談も多く寄せられました。 
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》》》１－④ 商品・サービス                      

 

相談の多い順位 相談内容 件数 
全体に占める 

割合 

1 デジタルコンテンツ＊１ 96 11.9％ 

2 フリーローン・サラ金＊２ 49 6.1％ 

3 インターネット回線 38 4.7％ 

4 商品一般＊３ 30 3.7％ 

5 相談その他＊4  30 3.7％ 

6 不動産貸借 23 2.9％ 

7 工事・建築 22 2.7％ 

8 携帯電話サービス 16 2.0％ 

9 修理サービス 15 1.9％ 

10 電気＊５ 12 1.5％ 

順位外 473 58.9％ 

合計 804 100.0％ 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）商品等分類別の相談件数 上位 10 位 

 
備考 
＊1「デジタルコンテンツ」は、インターネットを通じて得

られる情報に関する相談（アダルト情報サイト、出会
い系サイト、オンラインゲーム等） 

＊2「フリーローン・サラ金」は、主に借金に関する相談。 
＊3「商品一般」は、商品が特定できない相談（不審な電話

等で勧誘の目的、商品、サービスが不明等） 
＊4「相談その他」は売り手、買い手の存在しない相談、近

所のトラブル 
＊5「電気」は、電力の自由化による契約や、業者の信用性

に関する相談 
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（2）年代別 

 

 

▶年齢を問わず多く寄せられた相談は、デジタルコンテンツ、フリーローン・サラ金に関する相談

です。 

▶デジタルコンテンツは、インターネットでのアダルトサイトのワンクリック請求が大部分を占め

ます。 

▶フリーローン・サラ金は、多重債務（借金）の相談が主となります。 

▶インターネット接続回線（光回線）の相談が昨年より増えました。 

 

年代 件数 1 位 2 位 3 位 4 位 5 位 その他 

10 代 19 
デジタルコン

テンツ（11） 

相談その他

（2） 

健康食品、食料品、化粧品、電子ゲーム、金融関連、 

ビジネス教室（各１） 

 

20 代 66 

デジタルコンテンツ、 

不動産貸借、フリーローン・サラ金（各 6） 

 

エステティックサービス、 

内職・副業、相談その他（各 3） 

 

39 

30 代 104 
デジタルコン

テンツ（8） 

フリーロー

ン・サラ金（7） 
商品一般（5） 

インターネット回線、 

不動産貸借、自動車用品（各４） 

 

72 

40 代 107 
デジタルコン

テンツ（14） 

インターネッ

ト接続回線

（11） 

フリーロー

ン・サラ金

（10） 

商品一般 

（7） 

相談その他 

 (6) 
59 

50 代 81 
デジタルコン

テンツ（１3） 

インターネッ

ト接続回線

（7） 

 

フリーロー

ン・サラ金 

（5） 

広告代理サービス、 

携帯電話サービス（各 3） 

 

50 

60 代 169 
デジタルコン

テンツ（25） 

フリーロー

ン・サラ金

（12） 

インターネッ

ト接続回線

（10） 

商品一般 

（９） 

不動産貸借､ 

工事・建築 

（各５） 

103 

70 代 149 
デジタルコン

テンツ（16） 

フリーローン・サラ金、 

商品一般（各 8） 

修理サービス、電気、 

社会保険（各６） 
99 

80 代

以上 
64 

健康食品 

（7） 

相談その他、工事・建築、 

商品一般（各 3） 

インターネット接続回線、 

不動産貸借、駆除サービス、 

行政書士（各 2） 

40 

不明 45       

合計 804       
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》》》１－⑤ 架空請求等                       

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分類 平成 28 年度 平成 27 年度 平成 26 年度 

架空請求 55 54 44 

ワンクリック請求 36 48 41 

還付金詐欺 11 18 1 

合計 102 120 86 

          

架空請求  2 4 8 7 18 11 2 3 

ﾜﾝｸﾘｯｸ請求 6 3 5 2 6 11 3   

還付金詐欺      2 7 2  

合計 6 5 9 10 13 31 21 4 3 

▶架空請求の相談は、昨年と横ばいですが、ワンクリック請求や還付金詐欺の 

相談は減りました。 

ワンクリック請求、架空請求は、インターネット、携

帯電話などを使用する全年代が被害対象となるのに対

し、電話による還付金詐欺は６０歳以上の高齢者が被

害対象になっています。 
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》》》１－⑥ 相談処理結果別件数                      

 

相談処理結果 平成 28 年 平成 27 年 平成 26 年 

助言・自主交渉 579 641 582 

斡旋解決＊ 124 145 119 

斡旋不調 20 15 16 

情報提供 27 32 56 

他機関紹介 31 34 92 

その他 23 24 36 

合計 804 891 901 

＊斡旋解決とは、相談員が事業者と消費者の間に入り、交渉等をすることにより 

トラブルの解決を図ることです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相談結果としては、１位が助言（自主交渉）となっており、消費者からの相談に対し、相談員が

適切な助言を行なうことで、問題の解決につながっています。２位は斡旋解決となっています。 

 

 

助言(自主 

交渉） 

71% 

斡旋解決 

16% 

他機関紹介 

4% 

その他 

情報提供 

3% 

斡旋不調 

2% その他 

4% 

相談結果の割合 
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》》》２相談体制及び消費者啓発事業                        

》》》２－①相談体制                                 

消費生活相談員が常駐（３名）し、相談業務を実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

所在地   糸島市前原西一丁目１－１ 糸島市役所 第二庁舎１階 

               電話番号 092-332-2098 

               ＦＡＸ   092-324-2531 

    受付時間  月～金（祝日を除く）9：00～17：00 

    相談内容  ・消費生活に関する消費やサービスの契約トラブルやお問い合わせ 

          ・製品の事故や製品不良に関すること 

          ・債務整理方法について など 

 

糸島市消費生活センターのホームページ（ＨＰ）を運営 

（ http://www.city.itoshima.lg.jp/consumer/index.html ） 

消費者トラブルの事例等や、相談機関等を紹介しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.city.itoshima.lg.jp/consumer/index.html
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》》》２－②消費者啓発事業                              

出前講座 

【１７件実施／参加人数６１９人】 

メニュー  

① 知っておこう悪質商法～ころばぬ先の杖～ 

（悪質商法の手口と、最新事例、被害にあった場合の対処法などを紹介）  

② インターネットの落とし穴 

（ワンクリック請求や、ネットショッピングでのトラブルなどを通して、ネット利用の 

注意点やトラブル対処法を紹介） 

③ 知っておきたい今どきのカード事情 

（クレジットのしくみや利用上の注意点を紹介） 

 

高齢者が多く集まるシニアクラブや、いきいきサロンでのお申込みが多く、 

「知っておこう悪質商法～ころばぬ先の杖～」のメニューが人気でした。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

寸劇を交えて、相談

事例をわかりやす

く紹介しています。 
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クイズやグループ

討議も好評でした 

 

 

老後の暮らしを安定したものにするために、老後の 「資金」 「住まい」 「財産管理」 を 
テーマにそれぞれの専門家に話をしてもらいます。 
充実したセカンドライフに向けて一緒に学びませんか？ 

啓発講座 

 消費者力アップ講座を3回実施しました！ 

  市民の消費者力を高め、消費者トラブルや消費者被害を防ぐ目的で、高齢者を対象に、専門の

講師を招いて消費者力アップ講座を3回実施しました。【５９名参加】 
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生活の豆知識 

糸島市内で実際に起こった消費者トラブルの事例を中心に月に１度「広報いとしま」に掲載し、

注意を呼びかけました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２８年度掲載分 

4 月 1 日号 電力の小売り全面自由化がスタート 

5 月 15 日号  クリーニングでのトラブルに注意！ 

6 月 1 日号 新聞の購読契約は慎重に！ 

7 月 1 日号 子どもの「オンラインゲーム」利用によるトラブル多発！ 

8 月 1 日号 点検商法にご注意を！ 

9 月 1 日号 「初回お試し」広告に注意！ 

10 月 1 日号 「荷受代行」「荷物転送」のアルバイトに注意！ 

11 月 1 日号 冠婚葬祭の互助会に関する解約トラブル 

12 月 1 日号  還付金詐欺の電話に注意！ 

2 月 1 日号  後悔しない葬儀にするために 

2 月 15 日号  中古車の購入トラブル 

3 月 1 日号 アダルトサイトのトラブル解決をうたう事業者に注意！ 
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ホットな消費者ニュース 

福岡県消費生活センターのホームページ～あなたの地域の危ない商法～に、糸島市内で起こった

消費者トラブルの事例が掲載されました。 
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啓発訪問とチラシ配布 

 １ コンビニエンスストアを啓発訪問【２７箇所】 

糸島市内のコンビニエンスストアのうち ATM を設置している 27 箇所を糸島警察署と訪

問。糸島市消費生活センターのパンフレットと啓発チラシを配布することで、注意喚起を行

いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 病院を啓発訪問【４３箇所】 

糸島市内の外科・内科 43 箇所を訪問。糸島市消費生活センターの啓発チラシと、啓発グ

ッズ（保険証ケース）を配布することで、注意喚起を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（保険証ケース） 
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３ 糸島地区介護保険事業者連絡会を毎月訪問し、事例等報告【１２回実施】  

月に一度開催される糸島地区介護保険事業者連絡会に出席。消費者トラブル等の事例を 

説明し、高齢者の見守りを依頼しました。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

４ 居宅介護支援事業者へ、月に一度事例などをファックスやメールで配信【29 箇所】 

糸島地区の居宅介護支援事業者に月に一度、悪質商法等の事例をファックス等で送付し、高

齢者の見守りを依頼しました。 

 

 

５ 各地区民生委員児童委員定例会を訪問し、啓発活動を実施【1回実施】 

  各地区（前原、二丈、志摩）で開催される民生委員児童委員定例会に出席し、糸島市消費生

活センターの紹介と、相談事例を報告し、高齢者を見守るポイントや、被害にあった高齢者を

見かけたときの対応を説明しました。 

    

 

６ 各地区民生委員児童委員定例会で啓発チラシを毎月配布 【１２回実施】 

月に一度消費者トラブル等についての啓発チラシを配布し、高齢者の見守りと対応を依頼 

しました。 
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７ 介護保険料納入通知書や後期高齢者医療保険料額決定通知書等に、消費者トラブル等について

の啓発チラシ（A５）を同封し、注意喚起を実施 

毎月発送する介護保険料納入通知書（対象者：65歳に到達した高齢者）や、後期高齢者医

療保険料額決定通知書（対象者：75歳に到達した高齢者）に啓発チラシを同封しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

８ 介護事業者を訪問し、啓発活動を実施【24 事業者】 

 糸島市内の介護事業所を訪問し、啓発用チラシを配布するとともに、高齢者の見守りを依頼

しました。 
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9 糸島市子育て支援センターで、啓発活動を実施【5 回実施】 

 若い子育て中の母親を対象に、消費生活センターの紹介をおこない、若い世代のトラブル事

例と対処法、乳幼児の事故情報についての注意喚起を行いました。 

 

 

 

 

 

他機関との連携 

１ 糸島警察署との連携 

  悪質商法等の被害防止を目的とした糸島警察署との連携会議を６回開催しました。 

  コンビニエンスストアへの啓発を合同で１回行いました。 
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２ 糸島市地域包括支援センターとの連携２ 

高齢者の総合相談窓口である地域包括支援センターと連携を図り、独居高齢者等を狙う悪質 

  商法の被害相談に対応しました。 

 

 

 

３ 福岡県、グリーンコープとの連携 

 福岡県とグリーンコープは、生活再生（借金返済、生活資金の貸付、家計の見直し）を目的

とした無料相談会を、糸島市内で 6 回開催しました。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 28 年度版全戸配布チラシ 

 

 


